























































































































































































































大正期に集中的に手がけられた「幻想劇」の方法的意義について、戯曲「夜叉ヶ池J (大正 2 )をと
りあげて検討した。作中人物の発するメッセージを二重化して伝達する「せりふJ の構造は、「回り舞台」
の仕掛けとともに、作中に観客の視線を内在化させている。この演劇的構造が物語と語り手との隔たり
を示し、クライマックスも物語行為そのものを不可能にさせる破壊的カタルシスとして視覚化される経
緯を分析した。村の鐘楼を守りながら龍神伝説を担いつづけてきた夫婦が洪水によって水面下に没する
のを見届けた友人は、必然的に新たな伝説の担い手とならねばならないが、末尾に描かれるのは黙して
件む姿のみであり、それは物語による表象の臨界点を指し示している。なお、本作の作中人物には「物
語の中J r舞台の上」に自らが立っているというメタ演劇的な自覚が顕著だが、それは無気味な他者の
視線の中で自らの身体を発見する「化鳥」の問題にも通ずる。また物語行為そのものが怪異を呼び寄せ、
現実の変容を促すというクリテイカルな契機として捉えられている点では「白鬼女物語」から「高野
聖」に至る「好奇心と物語の禁忌」にも通じ、合掌や膜目、沈黙のしぐさが異界や物語世界へのある種
の断念として符丁化されている作品に至っては枚挙に遣がない。また、舞台上に響く唄声が異世界への、
または異界からの越境を実現していることなどは、「照葉狂言」や『草迷宮』にも通ずる。そうした意
味でも鏡花における「幻想劇」の機構が、自身の幻想的方法を集約的に試みる舞台でもあったとして、
従来の把握にはない位置づけを提示した。
以上、本論文はこれまでに論者が個別の作品論として試みてきた既発表論文を中心に構成されてお
り、それぞれの対象作品に即して行ってきた方法的位相の解明作業の集積の上に成り立つものである。
もとよりそこに明確な仮説や戦略的な展望をもって臨んだわけで、はない。しかし博士学位論文として再
構成するにあたって出来るだけ包括的な記述を目指し、改めて各論どうしの接続を見直しながら改稿を
加えたことで、全体を貫く問題系を示すような間テクスト的モチーフの幾つかを見出すに至った。たと
えば物語行為そのものに対する過剰なまでの好奇心と警戒心、それに対する禁止と命令といった両義的
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な要素は、初期の習作から大正期の幻想劇にいたるまで随所に確認され、やはりそれらと表裏一体をな
す「合掌J I膜日」といったしぐさについても、テクストの構造的特質に関するメタメッセージを指し
示す記号として捉え直すことができた。さまざまな作品空間に響く「唄(歌)J や「声」の次元と、そ
の対極にある静寂・沈黙という問題も、当初の問題意識であった文学的幻想の本質に関わる多義性をも
たらすものとして把握することができた。結果として、鏡花固有の問題の一端を浮き彫りにするこれら
の発見を通じて、現実/異界という二元論を固定化して作品世界を図式化してきた従来の幻想文学論の
枠組みを超える把握を展望し得たことが、本論文の成果である。
論文審査結果の要旨
本論文は、泉鏡花の主要テクストに考察を加えることによって、その想像力の構造と展開を明らかに
することを目的としたものである。全体は三部十章からなり、明治から大正期の鏡花の小説・戯曲を対
象として精綴な表現分析を行うことをとおして、固有の想像力によって開示された鏡花テクストの幻想
性の内実の解明が試みられている。
「第一部 初期小説論」は明治20、 30年代の小説を取り上げ、鏡花的幻想の形成の過程を明らかにす
る。第一章では「外科室J を分析対象とし、その「観念小説」的枠組みから逸脱して異界のモチーフへ
の連接を示す表現の機構を解明している。第二章では「照葉狂言」について、森鴎外訳「即興詩人」の
受容を視野に入れつつ、幻想小説の萌芽としての性格を指摘する。「化鳥」を対象とした第三章はテク
ストに現れる変身のモチーフがもっ固有の意味や物語方法上の機能を分析することによって、幻想性を
志向する明治30年前後の鏡花の作風の変化を明快に論じている。「第二部 幻想小説論」では、鏡花小
説の幻想文学的特質が最も顕著に認められる明治40年前後の小説群が取り上げられる。第四章が問題と
するのは「高野聖J であり、森田思軒訳「金擁護」の受容、初期習作「白鬼女物語J との対比の視点か
ら、このテクストに於ける語りの方法、テクストに現前する声の表象の機能を解明することによって、
一義的な意味に回収されない鏡花的幻想の固有性を説得的に提示している。第五章は「薬草取J を取り
上げ、亡母憧慢のモチーフを軸に考察する中で、テクスト末尾で幻想的な多義性を回帰させる物語の方
法を明らかにしている。第六章・第七章では鏡花の代表作「春昼J I春昼後刻」および「草迷宮」につ
いて、分身や音・唄声の機能を中核として鋭利な分析を加えることによって、物語を重層的に構造化し
異界への通路を開くその方法的意義そして鏡花小説の幻想的特質を鮮やかに解明している。「第三部
鏡花的幻想、の展開J は主として大正期のテクストの問題を扱う。第八章は鏡花の小品を取り上げ、鏡花
的想像力の多様な顕現の場としてそれを位置付ける。「眉かくしの霊」を扱う第九章では、鏡と分身の
関係と物語の構造との類縁性を確認することによって、本テクストの幻想性の構造を極めて鮮明に指摘
し、また第十章は「夜叉ケ池」の演劇的構造を解明する中で鏡花の「幻想、劇」の方法的意義を明らかに
している。
本論文は以上のように語りの方法、現実と異界の関係、テクストに介入する「声j や「唄」の意義、
分身的形象の機能等、多様な観点から、鏡花テクストを構造化する想像力の機構を解明し、鏡花文学の
特質をなす幻想J性の構造を鮮明に照射している。分析は鋭利極まりなく、論述も極めて明快かっ説得的
である。テクストの生成を支える鏡花の特異な言語観・文学観や近代文学史上に於ける鏡花の位置に関
する考察も優れた成果を挙げており、斯学の発展に寄与するところ多大なものがある。
よって本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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